
国境炭素調整の課題　㊤

「炭素税」の拡充　軸に検討を

　もりのぶ・しげき　
年生まれ。京都大卒、
大阪大博士（法学）。
専門は租税法。中央大
教授などを経て現職

Ｅ
Ｕ
は
炭
素
価
格
の
差
額
徴
収
す
る
関
税
検
討

排
出
量
に
応
じ
課
税
す
る
炭
素
税
は
単
純
明
快

炭
素
税
の
税
収
使
途
は
成
長
戦
略
に
も
配
慮
を

　
欧
州
委
員
会
は
７
月

日
、

国
境
炭
素
調
整
措
置
の
導
入
方

針
を
公
表
し
た
。欧
州
連
合（
Ｅ

Ｕ
）
企
業
が
炭
素
規
制
の
緩
い

国
に
生
産
拠
点
を
シ
フ
ト
す
る

「
炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ
」
を
防
ぐ

た
め
、
特
定
品
目
の
輸
入
に
対

す
る
Ｅ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
（
Ｅ
Ｕ
の
排

出
量
取
引
制
度
）
の
適
用
に
よ

り
、
輸
入
品
に
含
ま
れ
る
温
暖

化
ガ
ス
の
排
出
を
規
制
す
る
。

セ
メ
ン
ト
、
電
力
、
肥
料
、
鉄

鋼
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
５
品
目

を
対
象
に
、
２
０
２
６
年
か
ら

本
格
導
入
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
輸
入
者
は
原
産
地
国
で
支
払

わ
れ
た
炭
素
価
格
に
応
じ
て
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

）
排
出

１
㌧
に
対
応
す
る
証
書
を
Ｅ
Ｕ

Ｅ
Ｔ
Ｓ
排
出
枠
の
価
格
（
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
価
格
）
に
準
じ
た
価

格
で
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

収
入
は
Ｅ
Ｕ
経
済
復
興
の
財
源

に
充
当
さ
れ
る
。
い
わ
ば
排
出

量
に
応
じ
て
「
炭
素
価
格
の
差

額
」を
徴
収
す
る
輸
入
関
税
だ
。

　
日
本
は
実
効
炭
素
価
格
で
比

較
す
る
と
欧
州
諸
国
に
比
べ
低

い
水
準
に
あ
り
、
こ
の
措
置
の

導
入
で
大
き
な
影
響
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
自

由
貿
易
を
標
榜
す
る
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
協
定
と
の
整

合
性
が
問
題
と
な
り
、
世
界
貿

易
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
予

想
さ
れ
る
。
通
商
問
題
と
し
て

Ｅ
Ｕ
や
米
国
と
十
分
な
協
議
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
日
本
と
し
て
重
要
な
の
は

「

年
温
暖
化
ガ
ス
排
出
実
質

ゼ
ロ
」
と
い
う
目
標
を
い
か
に

達
成
す
る
か
だ
。
極
め
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標
で
、
産
業

構
造
の
転
換
や
企
業
・
個
人
の

行
動
変
容
な
ど
大
き
な
社
会
変

革
が
必
要
と
さ
れ
る
。
同
時
に

そ
れ
は
新
た
な
投
資
機
会
を
提

供
し
、
経
済
を
け
ん
引
す
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
る
。

　
長
期
的
・
継
続
的
に
Ｃ
Ｏ

を
削
減
し
て
目
標
を
達
成
す
る

に
は
、
技
術
革
新
な
ど
企
業
の

自
主
的
な
取
り
組
み
と
い
う
供

給
サ
イ
ド
の
努
力
だ
け
で
は
不

十
分
だ
。
需
要
サ
イ
ド
か
ら
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
誘
因
）
や

メ
カ
ニ
ズ
ム
も
導
入
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
経
済
主
体
の
行
動
変
容

を
促
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
の
具
体
的
な
手
段
が
、
欧

州
諸
国
な
ど
が
導
入
し
て
い
る

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
炭

素
の
価
格
付
け
）
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
Ｃ
Ｏ

排
出
枠
を

取
引
す
る
「
排
出
量
取
引
」
、

Ｃ
Ｏ

排
出
量
に
応
じ
て
課
税

す
る「
炭
素
税
」な
ど
が
あ
る
。

　
排
出
量
取
引
は
、
企
業
ご
と

に
Ｃ
Ｏ

の
排
出
枠
を
割
り
当

て
、
排
出
量
が
排
出
枠
を
超
過

し
た
企
業
に
そ
の
超
過
排
出
量

を
、
排
出
枠
を
下
回
っ
た
企
業

か
ら
購
入
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
る
制
度
だ
。
制
度
対
象
事
業

者
の
排
出
量
を
個
別
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
（
監
視
）
す
る
と
と
も

に
排
出
量
取
引
所
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
ほ
か
、
価
格
の
大

幅
変
動
で
予
見
可
能
性
が
損
な

わ
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
比
べ
Ｃ
Ｏ

排
出
量

に
応
じ
て
課
税
す
る
炭
素
税
に

は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
ず
「
外
部
費
用
」
に
相
当
す

る
税
率
を
明
示
的
に
課
す
こ
と

で
地
球
温
暖
化
の
社
会
的
費
用

を
市
場
価
格
に
「
内
部
化
」
さ

せ
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
沿
っ

て
企
業
行
動
を
促
す
仕
組
み
は

シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
。

　
炭
素
税
の
価
格
効
果
に
よ
り

新
技
術
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）

を
刺
激
で
き
る
う
え
、
消
費
者

に
も
価
格
シ
グ
ナ
ル
を
通
じ
て

行
動
変
容
を
促
せ
る
。
さ
ら
に

政
府
が
税
収
を
得
ら
れ
る
の

で
、
新
た
な
施
策
に
活
用
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
現
行
の
消
費
税
の

よ
う
な
国
境
調
整
を
す
る
こ
と

で
、
日
本
産
業
へ
の
打
撃
を
緩

和
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
そ
こ
で
Ｃ
Ｏ

排
出
量
１
㌧

当
た
り
の
税
率
を
用
い
て
比
例

的
に
税
率
水
準
を
決
め
る
炭
素

税
に
つ
い
て
、
現
実
的
な
具
体

案
と
そ
の
論
点
を
述
べ
た
い
。

　
基
本
は
、
現
在
日
本
に
導
入

さ
れ
て
い
る
炭
素
税
、
つ
ま
り

Ｃ
Ｏ

排
出
量
に
比
例
し
て
課

税
さ
れ
る
「
地
球
温
暖
化
対
策

税
」
（
温
対
税
）
の
拡
充
を
中

心
に
検
討
す
る
こ
と
だ
。

　

年
に
導
入
さ
れ
た
温
対
税

は
、
１
９
７
８
年
に
導
入
さ
れ

た
石
油
石
炭
税
の
上
乗
せ
税
率

と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
全
化
石

燃
料
に
対
し
Ｃ
Ｏ

排
出
量
に

応
じ
て
１
㌧
当
た
り
２
８
９
円

の
税
率
で
課
税
さ
れ
る
。
税
収

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
会
計
に
繰

り
入
れ
ら
れ
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
２
８
９
円
と
い
う
水
準

は
、
欧
州
諸
国
（
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
１
万
５
千
円
、
英
国
２
６
０

０
円
、フ
ラ
ン
ス
５
６
０
０
円
）

に
比
べ
極
端
に
低
い
。
国
際
通

貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
、
２
０

５
０
年
の
温
暖
化
ガ
ス

％
削

減
を
達
成
す
る
に
は
、

年
時

点
で

〜

㌦
（
約
１
１
０
０

〜
４
４
０
０
円
）
の
炭
素
価
格

が
必
要
と
試
算
し
て
い
る
。
こ

の
水
準
を
、
時
間
を
か
け
て
引

き
上
げ
て
い
く
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
を
基
本
と
す
べ
き
だ
。

　
現
行
の
石
油
石
炭
税
（
本
則

部
分
）は
、原
油
・
石
油
製
品
、液

化
天
然
ガ
ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）な
ど
の

ガ
ス
、
石
炭
と
い
っ
た
品
目
ご

と
に
Ｃ
Ｏ

排
出
量
当
た
り
の

税
負
担
に
大
き
な
格
差
が
あ
る

（
図
参
照
）。そ
の
格
差
を
埋
め

る（
７
７
９
円
に
合
わ
せ
る
）こ

と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ

排
出
量
に

応
じ
て
課
税
す
る
明
示
的
な
温

対
税
に
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
う

え
で
こ
の
水
準
を
脱
炭
素
の
進

展
状
況
に
応
じ
て
引
き
上
げ
て

い
く
方
法
が
最
も
現
実
的
だ
。

多
く
の
欧
州
諸
国
も
既
存
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
税
制
を
補
完
す
る
形

で
炭
素
税
を
導
入
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
手
法
で
の
炭
素
税

の
充
実
に
は
、
負
担
増
と
な
る

個
別
産
業
界
か
ら
大
き
な
抵
抗

が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
を
緩
和

す
る
方
法
と
し
て
、
土
居
丈
朗

・
慶
大
教
授
ら
が
提
唱
す
る
国

境
調
整
型
の
炭
素
税
が
考
え
ら

れ
る
。
冒
頭
の
Ｅ
Ｕ
の
国
境
調

整
措
置
と
紛
ら
わ
し
い
が
、
Ｅ

Ｕ
が
関
税
な
の
に
対
し
、
内
国

税
と
し
て
構
築
す
る
も
の
だ
。

　
具
体
的
に
は
、
現
行
の
消
費

税
と
同
じ
仕
組
み
（
た
だ
し
炭

素
税
は
Ｃ
Ｏ

に
応
じ
た
従
量

税
）
で
、
企
業
は
電
力
消
費
な

ど
仕
入
れ
に
か
か
る
課
税
対
象

の
消
費
に
対
し
税
を
払
い
、
売

り
上
げ
時
点
で
仕
入
れ
税
額
控

除
を
受
け
、
最
終
消
費
者
へ
の

転
嫁
を
図
る
。
輸
入
段
階
で
は

海
外
製
品
に
対
し
国
内
生
産
品

に
相
当
す
る
炭
素
税
を
課
し
、

輸
出
時
に
は
国
内
で
負
担
さ
れ

た
炭
素
税
を
還
付
す
る
。

　
環
境
対
策
の
不
十
分
な
国
か

ら
の
輸
入
品
に
は
国
内
品
相
当

の
課
税
が
な
さ
れ
る
の
で
輸
入

抑
制
に
つ
な
が
り
、
輸
出
時
に

は
還
付
さ
れ
る
の
で
国
際
競
争

力
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
。

　
課
題
も
あ
る
。
製
造
過
程
で

投
入
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
応

じ
て
製
造
製
品
の
単
位
当
た
り

税
率
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
や
、
取
引
の
次
段
階
に
転

嫁
す
る
た
め
の
仕
組
み
（
イ
ン

ボ
イ
ス

税
額
票
）
の
導
入
な

ど
を
詰
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
脱
炭
素
を
達
成
し
て
い
く
う

え
で
最
も
重
要
な
の
は
、
炭
素

税
を
日
本
の
産
業
構
造
の
高
度

化
、
経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
成

長
戦
略
と
と
ら
え
る
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
に
は
税
収
の
使
途
が

重
要
な
論
点
と
な
る
。家
計（
所

得
税
）
や
企
業
（
法
人
税
）
の

減
税
に
使
う
、
低
所
得
者
ほ
ど

負
担
が
重
く
な
る
の
で
逆
進
性

対
策
に
使
う
、
財
政
再
建
や
コ

ロ
ナ
対
策
の
財
源
に
使
う
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

炭
素
税
は
目
標
が
達
成
さ
れ
れ

ば
税
収
は
な
く
な
る
の
で
、
恒

久
財
源
に
は
な
り
得
な
い
。

　
脱
炭
素
の
目
標
達
成
に
は
、

国
家
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

税
収
に
つ
い
て
一
般
財
源
と
し

た
う
え
で
、
民
間
で
は
リ
ス
ク

や
コ
ス
ト
を
負
担
し
づ
ら
い
抜

本
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

投
資
な
ど
、
成
長
戦
略
に
沿
っ

て
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
も

よ
い
だ
ろ
う
。
産
業
構
造
転
換

へ
の
支
援
も
必
要
だ
。

　
北
欧
諸
国
は
炭
素
価
格
を
引

き
上
げ
な
が
ら
、
１
人
当
た
り

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
向

上
さ
せ
て
き
た
。
経
済
成
長
と

両
立
で
き
る
国
家
プ
ラ
ン
を
描

き
、
世
界
共
通
の
課
題
を
解
決

す
る
責
務
を
全
う
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
経
済
産
業
省
と
環
境

省
が
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
省
益

を
越
え
た
議
論
が
望
ま
れ
る
。
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